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Ⅰ．はじめに
　カリキュラム改正に向け，「科学的根拠に基づ

いて判断し実践するために必要な臨床判断を行う

ための基礎的能力」の強化が示されている。

　藤井 ( 第１筆者）が担当する成人看護学実習で

は，周手術期にある対象を受け持ち，看護過程を

展開していく。しかし，外来で術前検査を受けて

手術前日に入院して来られる方も多い。そのため

学生が受け持つ対象の了承が得られるのは手術前

日であることも多く，術前の状態観察等が十分に

できない。加えて，対象の疾患や術式の理解が後

追いになり，術後の必要な観察項目がよくわから

ず，正常・逸脱の判断ができないまま経過をたどっ

ているのが現状である。

　受け持ち患者の手術後は，術後合併症を予防・

早期発見するため，患者のベッド周囲には学生が

あまり見たことのない機材，AV インパルスや，

フットポンプ，硬膜外麻酔で使用するシュアー

フューザー等々が置かれている。学生は目の前に

何か「もの」があることはわかっても，何の目的

で行われているのかまでは理解できていない者も

多かった 。そういう「もの」に対して，「これは

何かな？」と思う間もなく実習期間は過ぎ去って

しまう。このような状況では，周手術期における

学びが十分に得られない。そこで，「術直後の患

者さんには，何のためにどんな治療・処置が行わ

れているのか」を考えてもらいたいと思い，4 月

の実習オリエンテーションの中で看図アプローチ

を取り入れてみた。

Ⅱ．術直後の患者さんの様子を写真から読み解く
Ⅱ－ 1　変換－「もの」を取り出す

図１

　実習オリエンテーションでは，「ものこと原理」

を基本通りに進めていった。ワークシート１を提

示し，まず写真（図１）に写っている「もの」を

書き出していってもらった。術後の患者のイメー

ジ化を図るために，術後一般的に行われることの

多い治療・処置が載っている写真を選択した。実

際には術直後は手術台からベッドへ移動してその

まま病室へ戻るため，ストレッチャーに乗っては

いないことを説明した上で，【発問１．そこには

何が写っているか】（どんな「もの」が写ってい

るか）について，まずは個人思考させた。術後合
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併症の発生メカニズムや予防のためのケアについ

て学習していれば，チューブ類やドレーンの把握

など術後のイメージは出来るであろうと考えた。　

　学籍番号順に見つけた 「もの」を発表してもら

い答え合わせをしていった。学生からは「酸素マ

スク」「創部のガーゼ」「フットポンプ」「輸液」

といった「もの」があがったが，腹腔内ドレーン

を胃管と記載していたり，硬膜外麻酔のシュアー

フューザーを枕やガーグルベースンと見間違える

学生もいた。学習していなければ，それが何なの

かわかるはずもなく，その時点で学生それぞれの

課題が明確になった。学生の書き込み例を２つ載

せておく。

ワークシート１

学生の「もの」書き込み例１
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　書き込み例を見てわかるように，学生たちは，

写真を見てたくさんの「もの」を発見してくれた。

しかし，前述したように，実習中の学生は対象の

術前・術中・術後の情報を十分に収集することが

できない。そして，術直後の病室をじっくり見て

くることもなかなかできないうえに，その場です

ぐに看護師に聞きにくいこともある。しかし，た

とえ短い時間であっても，学生には目の前にある

ものに関心を示し，「これは何かな？」というこ

とを考えてもらいたいと考えた。写真を用いて，

酸素マスクや胃のチューブなど「それぞれ何のた

めに使用されているのか」ということをクラス全

体に投げかけた。

　この「もの」を取り出す作業（＝「変換」）は

図１に写っている写真の状況をよく見ることの第

一歩である。

Ⅱ－２　要素関連づけ－「こと」を読み解く
　続けて【発問２．見えていないところには何が

あると思うか】（見えていない部分にはどんな「も

の」があると思うか）を問うた。これは単純に

「もの」を問うているような発問であるが，「見え

ていない部分」に注目させているので，実は「想

像を膨らませて考える」必要がある。本来そこに

あるべき「もの」がわかるかどうかは，術後患者

の全体像がわかっていなければ出てこない。「一

般的な術後はこういうものがあるはずなのにない

な」「こういうふうに行われるのにそれがないな」

「それはなんでかな？」ということを考えられる

ようになって欲しいと思い，発問した。

　学生は自分たちが取り出した「もの」から情報

を関連づけて（＝「要素関連づけ」），「こんな「も

の」がありそう」と考えてくれた。学生からは「心

電図モニター」「ウロバッグ」「酸素ボンベ」「電

気毛布」といった「もの」が多くあがっていた。

他にも「吸引器」「胃管バック」「輸液ポンプ」「体

交枕」などが少数意見としてあげられた。

学生の「もの」書き込み例２
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Ⅱ－３　外挿－発展的に「こと」を読み解くため
の発問
　最後に【発問３．この人は何の手術をしたと思

いますか？その根拠も述べてください】と問うた。

学生たちは，ここまで読み解いてきた内容をもと

に頭をフル回転させていた。硬膜外麻酔の適応や

胃管挿入の目的などを関連させ，手術を受ける患

者のイメージを膨らませていた。学生からは次の

ような「こと」があがった。学生の書き込み例を

３つ載せておく。

学生の「こと」書き込み例１

胃がんの開腹手術

〔根拠〕

・創部保護の部位が腹部にある

・腹腔ドレーンがある

・創部保護の範囲が広いので，腹腔鏡ではなく

　開腹だと思う。

学生の「こと」書き込み例２

硬膜外麻酔にて開腹手術をした患者

〔根拠〕

・腹部にガーゼ保護をしている

・腹腔ドレーンチューブがある

・胃管チューブが挿入してある

学生の「こと」書き込み例 3

開腹手術　大腸がん

〔根拠〕

・腹部に創部を保護するガーゼがある

・術後の安静が必要と考えられる物が多く使わ

　れている

Ⅲ．授業と実習の接続
Ⅲ－１　知識を臨地にいかす難しさ
　学生たちは他の教員の授業で，医療機器に関す

ることを学んでいる。ところが，いざ実習に行っ

てみるとピンとこないようである。教科書や資料

で見たことはあるのに，そこ（病室等）にどんな

ものがあって，どんな役割を果たしているのかな

ど考えずに「ボーッ」と見ているようなのである。

目の前にあったのに，「フットポンプあったよね？

硬膜外麻酔まだついているけど，どこを観察する

の？」と聞いても「え？どれですか？」「ああ，

これかあー」「へー」といった反応が返ってくる

ことがある。

　看図アプローチを実践してみて，第１筆者（藤

井）はいろいろなことに気づいた。「学生には見

えているはずだけど見ていない」「意識的に見よ

うとしないと見えない」ということを強く実感し

た。「見るべきポイント」「視点」がわからないと，

記憶には残らないと感じた。とくに術後は大切な

観察項目ばかりなので，見落とさないためには，

事前にその「見るべき視点」を明確にしておかな

くてはならない。そのためには，やはり曖昧性の

高いビジュアルテキストを読み解き，「繋ぎ」を

しておかなければならない，というのが第１筆者

の大きな収穫だった。目の前に見えている「もの」

が「何のためにあるのか」，観察した「もの」か

ら「目的」を考える。そういう思考力を身につけ

てもらうためにも，実習前のクラス全体へのオリ

エンテーションで看図アプローチを活用したこと

には意味があった。

Ⅲ－２　「もの」の取り出しを主体的学びにつな
げる
　このステップで面白かったのは，患者さんの頭

の下に写っているものを「枕」と書いた学生が多

かったことである。（図１参照）。「ガーグルベー

スン」と書いた学生もいたが，3 割の学生が「枕」

と捉えていた。正解か不正解かで言うと不正解で

あるが，これでいい。最初から「これは〇〇です」

と伝えていくやり方だと学生は受け身になってし

まう。しかし，「枕」として「もの」を取り出し

てから「これは枕ではないよ，どういったもので

しょう？」のようにしていくと，学生は能動的に

正しい答えを探そうとしてくれる。「もの」に関

する誤った情報については，このように読み解き

のステップごとに確認していけばいい。この写真

（図１）は参考書に載っているものだが，ちょう

ど良い具合に「曖昧」で，読み解きに適したビジュ
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アルテキストになっていた。

Ⅳ．オンライン上での術後ベッド作成
　2020 年 8 月，新型コロナウイルス感染症が県

内でも流行し始め，臨地実習が中止となり学生は

校内への出入りも制限された。そのため，オンラ

インを中心とした学習環境を整え，可能な限り臨

地実習に近い状況を再現した実習代替策について

検討した。映像事例を用いて看護過程を展開させ，

その事例の対象に行われる治療・処置を理解する

ことを目的に，術後看護に必要な環境を自分で作

成させようと考えた。

　第１筆者（藤井）は術後看護場面を再現したビ

ジュアルテキスト（図２）を作成した。これを，

学生たちには学校ホームページ上からダウンロー

ド・印刷させ，術後ベッドに必要な物品を書き込

ませた。

図２　© 藤井愛美

　【発問 1．何の（どんな）物品をどこにどのよ

うに設置しますか。理由と共に記入してくださ

い。】と課題提示した。写真には必要な物品がほ

とんど写っていない。学生たちには，4 月のオリ

エンテーションで学習したことを想起させ，自分

は受け持ち看護師であることを自覚して術後の環

境を整えるよう補足説明した。学生の書き込み例

を５つ載せておく。
（編集委員会注；イラスト等，工夫された描き込みが多

くあることから原版のまま掲載します。文字情報も大変

こまかく記入されているため，本稿末に横向きで拡大し

たものを再掲するので参照してください。）

学生が作成した術後ベッド環境例１
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学生が作成した術後ベッド環境例２

学生が作成した術後ベッド環境例３
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学生が作成した術後ベッド環境例４

学生が作成した術後ベッド環境例５
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　書き（描き）込んだ内容については一人ずつ発

表してもらいメンバー間で共有した。その後の記

録の中では以下のような記述があった。

・手術によって体にどんな変化があってそれ

に対し何が行われるのかを理解しておく必

要があると思った。

・術後のベッドを自分で描いて（書いて）作

成してみて，メンバーと共有したが，自分

が知らなかったところや忘れているところ

を他のメンバーが記載していて，気づくこ

とができた。

・忘れていたことによって，患者さんの安全

が守れないと思った。根拠を考えながら準

備することの重要性を再認識した。

・准看護師のときにも，術後のベッドの説明

を受けたけど覚えていなくて，何々が足り

ないって指導者さんから注意を受けていた

けど，今の 3 年生の状態，今であれば，必

要物品を自ら準備して患者さんに関する看

護を行うことができると思った。

・何事も根拠が必要だけど，術後など誰でも

起こりうる影響への対策として行う準備

は，基本に基づいて行うようにすることが

大切であると思った。

　臨地実習であれば，周手術期にある対象を受け

持つため，実際に術後ベッドを指導者と共に作成

するが，2020 年度は途中から２チームがオンラ

イン実習となりそれが経験できない学生がいた。

しかし，学生たちは今回のワークで，自分では思

いつかなかった必要物品を他のメンバーの発表を

聞いて気付くことができていた。「輸液ポンプは

スタンドのどこにどのようにつけようか」「他に

シリンジポンプもいるよね」「飲水はまだできな

いから口腔ケアの物品も準備しよう」など，確認

し合うことの大切さも学んでくれた。今後看護師

になれば，自分で必要性を考えて責任をもって準

備しなければならないということを，このチーム

の学生たちには特に伝えられたのではないだろう

か。

Ⅴ．協同学習ツールとしての看図アプローチ
学生間の差を埋める
　実習中，指導者がとても忙しいときは，「これ

が〇〇ですよ」など，詳しく解説する時間もとれ

ずどんどん準備をしていくことがある。学生たち

は「これを準備するんだなあ…」という感じで，

なぜその準備をするのかまでは考えられない学生

がいる。電気毛布を準備していたとき「ベッドを

温めるのはなんで？」と投げかけてやっと，「あ，

なんででしょうね？」と考える学生もいた。この

ような「考える視点」を，こちらが働きかけない

とうまく考えられないのである。そういう学生は，

ワークシートの記述や表現も乏しかったりする。

しかし，看図アプローチは協同学習を促進するた

め，学生同士が見本になれるのである。「こんな

ふうに書いたらいいんだな」ということがわかる

のである。

　さらにオンライン環境でも，ビジュアルテキ

ストを見ながらみんな一緒に考えて，話し合っ

たり学び合ったりということができる（石田

2021a,2021b,2021c,2021d 参照）。学生の学力

差というか，気づける人・気づけない人の差をか

なり縮めることができるのである。学生は他の学

生の意見を聞いて，「視野が広がった」「自分は

もっと足りないということに気づいた」「自分の

中で勉強しないといけないなっていう意欲が出て

きた」等と振り返りで述べていた。学生たちの気

持ちに変化があったことがうかがえた。

　看図アプローチの授業では学生間で話し合って

もらえるため「あの先生があのとき言っていたよ」

や「授業で習ったよ」など，自分たちにわかりや

すい形で繋げていってくれる。勉強が得意な学生

も，ちょっと苦手な学生も，教え合いながら学習

できる。そういうところが看図のよいところだと

思う。

学生と教員のズレを楽しむ
　教員がいくらわかりやすい言葉，噛み砕いた言

葉で説明しても，教員にとっての当たり前と，学

生たちにとっての当たり前との間にズレがあるこ

とがある。看図アプローチはそのことに気づかせ
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てくれる。学生の思考や気づいたこと，頭の中が

目に見えて，やっていて面白い。

　最初に紹介した写真（図１）で多くの学生が「枕」

と答えていたところ。これも「硬膜外麻酔のとき

に使われるやつだよ」と言ったら「ああ！」という，

その反応も面白かった。ここが病室と捉える学生

もいたり，手術室だと捉える学生もいたり。特に

設定していなかったのだが，その曖昧なところを

イメージさせて，考えさせるというアイテム，図・

絵はとても面白いと思う。

　紙面上で術後ベッドを作成したときも，学生に

はどんなものが見えていて，どんなことを考えて

いるのかが目に見えるようになる。それを学生同

士，教員も一緒に共有する。そうすると，第１筆

者（教員）が求めているものと，学生が持ってい

るもののズレに気づける。言葉だと流れていって

しまうが，文字や，絵にする。学生がもっている

情報を見えるようにして，そこに生じているズレ

を見つけられたら，どうやったら補えるのかを一

緒に考えていける。これは，教員にとっても学生

にとっても大事なことだと思う。

　看図アプローチで使うビジュアルテキストは，

「見てわかる」ものではダメで，用いることでい

ろいろな思考を引き出すことができるものでなけ

ればならない。何度も言うが，それが目に見える

ので，看図アプローチは面白い。

Ⅴ．おわりに
　タナーの臨床判断モデルは，「気づく」「解釈」「反

応」「省察」という 4 つのフェーズからなる ( 松

谷 2016)。臨床で，自らで考え判断し行動する

ためには，まずは気づき意図的に情報収集するこ

とが必要である。

　第１筆者（藤井）は今，准看護師課程の学生に

日々関わっているが，目の前で起きていることに

気づかず通り過ぎてしまう学生も少なくない。さ

らに，言われたことしかしない，つまり“考える

ことをしない”学生も多いように感じている。し

かしそれは，教員が学生に“考えることをやめさ

せている ” のかもしれない。

　学生が知識と経験を積み重ね，「これは何か

な？」と物事に関心を持てるような双方向のやり

取りが必要であると考える。私（藤井）は今後，

初学者が看護の視点で考えることができるよう

に，絵や図を共有しながら思考を可視化し，状況

をみて重要なことに「気づく」ことを支援してい

きたい。
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